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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
く
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
発
展
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
初
の
感
染
症
例
発
生

か
ら
三
年
が
経
過
す
る
も
の
の
、
未
だ
に
収
束
の
兆
し
が
見
え

な
い
中
、
ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

に
よ
り
、
原
油
価
格
や
物
価
が
高
騰
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生

活
や
経
済
活
動
が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
迅
速
で
的
確
な
施
策
が
実
現

で
き
る
よ
う
各
議
員
が
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
も
と
に
市

政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
当
局
は
車
の
両
輪
に
例
え
ら
れ
ま
す
が
、
議
会

と
し
て
の
立
場
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
ス
ピ
ー
ド
と
実
行
力
で
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

十
分
に
お
聴
き
し
な
が
ら
、
課
題
の
解
決
に
向
け
誠
心
誠
意

尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

新
春
に
臨
み
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
く
、

大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
　
長

　
林
　
　
　
茂

副
議
長

　
佐
藤
　
　
渉

議
長
あ
い
さ
つ

（
年
頭
の
あ
い
さ
つ
）
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※1　法律に特別の定めがある場合を除くほか、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。

主な議案の議決結果【第７回　10月17日臨時会】 【 ○：賛成，●：反対，－：欠席 】

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　　案　　　概　　　要

議　　員　　名（議席番号順）

１
大
橋
　
建
太

２
佐
藤
　
良
徳

３
山
田
　
正
良

４
波
塚
　
静
亮

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
（
欠
　
番
）

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
長

議第
91号

損害賠償の額を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第
92号

令和４年度五泉市一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

五泉市議会だより　第66号　

ごせんスマイル飲食券発行支援事業に
関する予算など２議案を審議

　令和４年第７回臨時会が10月17日に開かれました。

　慎重審議の結果、交通事故による損害賠償額に関連する

補正予算や、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金などの補正予算について可決をいたしました。

令和４年 第７回

臨時会

10月17日
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12月１日(木)

２日(金)

５日(月)

７日(水)

８日(木)

16日(金)

本会議（開会、会期決定、議長報告、当局報告、議案審議、一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案上程、質疑、委員会付託、議長報告）

総務文教常任委員会、建設産業常任委員会

市民厚生常任委員会

本会議（委員会審査報告・採決、議案審議、発議、議員派遣、閉会）

　12月定例会の日程

月　日 内　　　　容

令和4年度各会計補正予算等35議案を審議

　令和４年第８回12月定例会が12月１日に招集され、12

月16日までの16日間の会期で開催されました。

　初日の１日は、会期の決定、議長報告、当局報告、議案

1件を審議・可決した後、市政一般に関する質問の一部を

行いました。

　２日目の２日は、引き続き市政一般に関する質問を全て

行いました。

　３日目の５日は、議案19件を一括議題として当局が提

案説明を行い、議案に対する質疑後各常任委員会に付託し

ました。また、請願１件を所管常任委員会に付託しました。

　最終日の16日は、委員会付託案件について各常任委員

会の審査報告に続いて討論、採決が行われ、それぞれ可決

しました。その後、教育委員会委員の任命と人権擁護委員

の推薦に関する人事案件３件、日程追加された、市長から

の追加議案10件、議員発議１件、議員派遣を審議・採決

して閉会しました。

令和４年 第８回

定例会

12月
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◎
剣
持
　
雄
吾
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
今
井
　
　
博
　
　
大
橋
　
建
太

○
桑
原
　
一
憲
　
　
佐
藤
　
　
浩
　
　
佐
藤
　
良
徳

◎
熊
倉
　
政
一
　
　
牛
膓
　
利
栄
　
　
波
塚
　
静
亮

○
深
井
　
邦
彦
　
　
長
谷
川
政
弘
　
　
山
田
　
正
良

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

（◎委員長　○副委員長）

（◎委員長　○副委員長）

（
主
な
質
疑
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
ド
杉
川
の

使
用
料
値
上
げ
に
つ
い
て

　
　
　
　
【
生
涯
学
習
課
】

問  

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端

末
機
に
お
い
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

用
い
て
各
種
証
明
書
を
取
得
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
交
付
手
数
料
を
窓
口

よ
り
五
十
円
減
額
す
る
こ
と
に
な
っ

た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
カ
ー
ド
の
普

及
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
、
ま
た
利

用
者
の
希
望
す
る
時
間
帯
で
交
付
が

行
え
る
こ
と
や
、
簡
易
な
証
明
等
を

コ
ン
ビ
ニ
に
集
約
す
る
こ
と
で
市
役

所
で
は
専
門
的
な
業
務
に
特
化
で

き
る
職
員
体
制
を
構
築
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
で
、

手
数
料
歳
入
が
減
少
す
る
こ
と
や
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
委
託
手
数
料
が
一
件

百
十
七
円
か
か
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ

ト
も
考
慮
し
、
五
十
円
の
減
額
と
し

た
。

問  

令
和
五
年
三
月
に
事
業
開
始
予

定
と
の
説
明
で
あ
る
が
、
進
捗
状
況

及
び
事
業
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

答  

テ
ス
ト
等
を
行
い
三
月
実
施
に

向
け
て
さ
ら
に
準
備
を
進
め
て
い

く
。
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
市

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
内
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
周
知

を
行
い
た
い
。

問  

目
標
と
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
率
四
三
・
五
％
を
達

成
し
た
と
い
う
こ
と
で
今
後
の
数
値

目
標
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

将
来
的
に
は
一
〇
〇
％
と
い
う

の
が
目
指
す
べ
き
数
字
で
あ
る
が
、

全
国
平
均
が
令
和
四
年
十
一
月
末
現

在
五
三
・
九
％
と
い
う
こ
と
で
全
国

平
均
に
達
す
る
こ
と
が
ま
ず
は
目
指

す
べ
き
目
標
に
な
る
。

五
泉
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
　【
市
民
課
】

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事

業
に
つ
い
て
　【
市
民
課
】

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

（
主
な
質
疑
）

問  

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
ド
杉
川
は
社

会
教
育
施
設
で
あ
る
以
上
、
市
内
の

子
供
た
ち
が
使
用
す
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
る
の
が
正
当
だ
と
思
う
が
、

い
か
が
か
伺
う
。

答  

市
内
の
小
学
校
等
が
利
用
す
る

場
合
は
無
料
で
利
用
で
き
、
今
年
度

の
利
用
者
の
う
ち
、
市
内
の
子
供
が

占
め
る
割
合
は
約
七
％
で
、
市
外
の

子
供
が
占
め
る
割
合
は
約
十
八
％
で

あ
り
、
市
内
の
子
供
の
利
用
は
と
て

も
少
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

要
望  

五
泉
市
の
社
会
教
育
施
設
と

し
て
、
緑
の
中
で
子
供
た
ち
を
育
む

の
だ
と
い
う
方
針
で
こ
の
施
設
を
運

営
し
て
き
た
は
ず
で
あ
り
、
子
供
た

ち
の
利
用
を
促
進
す
る
努
力
を
す
る

と
と
も
に
、
値
上
げ
に
よ
り
使
用
す

る
方
が
減
ら
な
い
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
を
し
、
数
年
で

施
設
の
閉
鎖
な
ど
と
な
ら
な
い
よ
う

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問  
指
定
管
理
者
に
応
募
し
た
事
業

者
は
二
者
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

さ
く
ら
ん
ど
温
泉
グ
ル
ー
プ
に
決
定

し
た
大
き
な
要
因
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う

な
話
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答  

選
定
委
員
会
で
は
、
応
募
し
た

二
者
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
な
が
ら
各
委
員

が
質
問
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
点
数
を

付
け
て
決
定
し
た
。
点
数
を
付
け
る

前
に
、
各
委
員
の
意
見
交
換
は
し
た

が
、
二
者
の
う
ち
ど
ち
ら
が
ど
う
と

い
う
意
見
は
な
か
っ
た
。

さ
く
ら
ん
ど
温
泉
と
さ
く
ら

ん
ど
物
産
直
売
所
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
　
　

　
　
　
　
　
　【
財
政
課
】
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　12月定例会において、市長から次のとおり議会で報告を受けました。

◇橋田小学校区の中学校進学先について【概要】

　橋田小学校の卒業生の進学先を五泉北中学校に一本化することについて、５月に地域

の皆さまにお伝えし、ご理解をいただくとともに、ご要望等もお聞きいたしました。

　その後、現在、五泉中学校に在学している生徒やそのきょうだいの進学先の意向調査

を行い、意向が確認できたことから、６月30日に２回目の説明会を開催いたしました。

これまでの経過や意向調査の結果、また、通学バスについては、現在の五泉中学校区の

生徒は通年のスクールバスを運行し、対応することを説明し、ご理解いただいたところ

であります。

　10月18日には五泉市立小中学校学区調査審議会を開催し、五泉中学校と五泉北中学

校の学区の再編成について、教育委員会から諮問し、審議の結果、「現在五泉中学校の

通学区域である、橋田、門前、寺本、四十九、菅沢、尻上、宮古、大沢、西四ツ屋を五

泉北中学校の通学区域に変更することが適当である。」との答申をいただきました。

　これを受けまして、教育委員会での審議を経まして、このたび「五泉市立学校の通学

区域に関する規則の一部を改正する規則」を制定したところであります。

　今後につきましては、来年４月に児童の皆さんが予定どおりに進学ができるよう準備

を進めていきたいと考えております。

当 局 報 告

（◎委員長　○副委員長）

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
伊
藤
　
昭
一
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
鈴
木
　
良
民

○
白
井
　
妙
子
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
佐
藤
　
　
渉

（
主
な
質
疑
）

小
規
模
事
業
者
事
業
継
続

支
援
金
に
つ
い
て

　
　
　  

【
商
工
観
光
課
】

考
え
て
お
り
、
改
め
て
の
案
内
は
し

て
い
な
い
。
ま
た
申
請
期
限
の
延
長

も
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

要
望  

非
常
に
大
き
な
金
額
が
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
改
め
て
周

知
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

予
算
の
有
効
的
な
使
い
方
を
い
ま
一

度
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問  

市
内
に
修
繕
の
必
要
な
橋
は
幾

つ
あ
る
の
か
伺
う
。

答  

現
在
七
十
一
橋
で
あ
る
。

要
望  

高
度
経
済
成
長
期
に
造
っ
た

橋
が
老
朽
化
し
、
修
繕
の
対
応
を
し

き
れ
ず
、
通
行
止
め
に
す
る
自
治
体

も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
点
検
を
す
る

際
に
は
本
当
に
修
繕
す
べ
き
も
の
な

の
か
を
含
め
、
取
扱
い
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問  

小
規
模
事
業
者
事
業
継
続
支
援

金
に
つ
い
て
申
し
込
み
期
限
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
五
千
六
百
五
十
万
円
を

減
額
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
支
援

金
の
対
象
事
業
者
数
及
び
実
績
を
伺

う
。

答  

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
様
々
な

給
付
金
の
申
請
件
数
の
合
計
か
ら
、

対
象
事
業
者
を
一
，
〇
八
〇
件
程
度

見
込
ん
で
い
た
が
、
受
付
件
数
は

五
四
三
件
で
あ
る
。

問  

見
込
み
の
五
割
程
度
の
受
付
件

数
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
だ
け
事
業
者

が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
と
思
う
が
、
事
業
者
に
対
し
て

申
請
期
間
中
に
再
度
案
内
を
行
っ
た

の
か
、
ま
た
申
請
期
間
の
延
長
を
検

討
し
た
の
か
伺
う
。

答  

周
知
は
そ
れ
な
り
に
行
っ
た
と

橋
梁
管
理
事
業
に
つ
い
て

　 

　
　  
【
都
市
整
備
課
】
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一般質問

９人が市政を問う！

問 答

【一般質問とは】 各議員が市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針
などについて、所信や疑問をただすことです。「議会だより」では限られた字数で広
報委員会が編集しています。
【編集方法は、本会議において各議員が行った一般質問の中から項目を１つに絞って
編集を行っています。】
　質問、答弁の詳しい内容は会議録でご覧いただけます。今定例会の会議録は五泉市
ホームページで２月頃から閲覧いただけます。

問  

五
泉
地
区
の
下
水
道
第
四
期
計
画
区
域
、

第
五
期
計
画
区
域
受
益
者
負
担
金
は
村
松
地

区
の
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
約
五
倍
も
あ

り
、
合
併
後
の
現
在
も
五
泉
地
区
と
村
松
地

区
で
の
受
益
者
負
担
金
に
格
差
が
あ
り
す
ぎ

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
下
水
道
予
算
に

賛
成
で
き
な
い
。
ま
た
今
後
住
宅
の
敷
地
面

積
の
多
い
農
家
が
多
く
住
ん
で
い
る
五
泉
地

区
へ
の
下
水
道
区
域
拡
張
に
は
断
固
反
対
す

る
。
現
在
、
環
境
保
全
課
が
推
奨
し
て
い
る

合
併
浄
化
槽
設
置
で
何
ら
問
題
は
な
い
。
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

答  
五
泉
地
区
と
村
松
地
区
の
受
益
者
負
担

金
の
格
差
に
つ
い
て
、
直
近
で
は
五
泉
地
区

の
第
五
期
事
業
計
画
区
域
で
一
平
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
五
百
三
十
七
円
、
村
松
地
区
で
は

第
四
負
担
区
で
百
十
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
旧
五
泉
市
、
旧
村
松
町
に
お
い
て
、

事
業
費
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
額
を
控

除
、
一
方
で
は
補
助
対
象
金
額
を
控
除
と
異

な
る
算
出
方
法
で
あ
る
た
め
、
金
額
に
違
い

が
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
新
た
に
区
域

を
拡
大
す
る
際
に
は
、
こ
の
算
出
方
法
に
つ

い
て
は
、
よ
く
よ
く
検
討
し
て
い
く
。

下
水
道
行
政
に
つ
い
て

阿
部
　
周
夫 

議
員

問  

一
点
目
、
公
共
交
通
の
見
通
し
が
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

の
開
催
の
回
数
と
議
論
内
容
。
二
点
目
、
村

松
公
園
の
老
木
と
な
っ
た
桜
の
木
の
再
生
整

備
の
対
応
策
と
予
算
額
、
ま
た
費
用
対
効
果

な
ど
の
進
捗
状
況
。
三
点
目
、
城
跡
公
園
の

蒲
原
鉄
道
の
朽
ち
果
て
た
状
態
の
展
示
車
両

に
つ
い
て
、
計
画
の
中
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
状

況
。
四
点
目
、
道
路
の
側
溝
の
蓋
か
け
や
消

雪
パ
イ
プ
の
要
望
は
多
い
と
思
う
が
、
過
去

十
年
の
町
内
会
か
ら
の
要
望
工
事
実
施
件
数

を
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

答  

六
月
に
開
催
さ
れ
た
協
議
会
で
、
バ
ス

と
タ
ク
シ
ー
の
両
方
の
観
点
か
ら
、
利
用
者

に
と
っ
て
よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。
次
に
、
村
松
公
園
の
桜
は
「
更

新
計
画
」
を
基
に
危
険
木
の
伐
採
等
を
行
っ

て
き
た
が
、
二
期
目
の
計
画
を
策
定
し
、
事

業
を
継
続
し
て
い
く
。展
示
車
両
の
整
備
は
、

寄
附
金
額
三
百
二
十
九
万
八
千
円
と
な
り
、

十
月
に
発
注
、
来
年
春
に
竣
工
の
予
定
で
あ

る
。
次
に
、
側
溝
の
蓋
が
け
、
消
雪
パ
イ
プ

の
要
望
は
、
十
年
間
で
側
溝
整
備
要
望
件
数

は
二
〇
〇
件
、
着
手
済
み
一
六
二
件
、
消
雪

パ
イ
プ
要
望
件
数
は
四
十
六
町
内
会
で
、
着

手
済
み
は
十
二
件
と
な
っ
て
い
る
。

各
々
の
課
題
の
取
り
組
み

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

羽
下
　
　
貢 

議
員
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問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
は
第
八
波
入
り
し
、
終
息
は
見
通
せ
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
感
染
症
対
策
と
と
も
に

健
康
二
次
被
害
を
予
防
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
で
は
健
康
二
次
被
害
予
防
の

た
め
ど
の
様
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
学
校
教
育
に
お
い
て
も
感
染
症
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
活
動
制
限
を
緩
和
し
、

元
気
で
健
や
か
な
育
成
環
境
を
取
り
戻
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
内
小
中
学
校
の
授
業
及

び
学
校
行
事
の
制
限
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
か
伺
う
。

答  
市
で
は
、
市
民
総
合
健
診
の
結
果
説
明

会
に
来
た
人
を
対
象
に
心
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
体
調
の
変
化
や

心
に
不
安
を
抱
え
る
傾
向
に
あ
る
方
に
対

し
、
保
健
師
が
個
別
に
訪
問
を
行
っ
た
り
、

電
話
に
よ
る
聞
き
取
り
や
個
別
の
相
談
に
応

じ
て
い
る
。

　

学
校
教
育
活
動
の
制
限
緩
和
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
学
校
生

活
に
お
け
る
基
本
的
な
感
染
対
策
を
行
い
、

学
校
活
動
の
制
限
を
緩
和
し
始
め
、
今
年
度

に
つ
い
て
は
、
学
校
の
年
間
行
事
を
概
ね
中

止
す
る
こ
と
な
く
感
染
対
策
の
下
で
実
施
し

て
い
る
。

健
康
二
次
被
害
へ
の
取
り

組
み
と
学
校
教
育
活
動
の

制
限
緩
和
に
つ
い
て

桑
原
　
一
憲 

議
員

問  

五
月
に
視
覚
障
が
い
者
団
体
の
方
と
一

緒
に
い
ろ
ん
な
要
望
を
提
出
し
た
が
、
そ
の

中
で
、
ラ
ポ
ル
テ
五
泉
の
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
に

つ
い
て
の
検
討
結
果
を
、
ま
た
音
声
血
圧
計

に
つ
い
て
は
貸
与
で
な
く
、
音
声
体
温
計
に

つ
い
て
一
割
負
担
で
購
入
で
き
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
音
声
血
圧
計
に
つ
い
て
も
購
入

で
き
る
よ
う
に
補
助
い
た
だ
き
た
い
の
で
、

来
年
度
の
予
算
編
成
の
中
で
実
現
で
き
る
か

伺
う
。

答  

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
設
置
に

向
け
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
視
覚
障
が
い

者
の
音
声
血
圧
計
に
つ
い
て
、
現
在
障
が
い

者
地
域
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
費
給
付
事
業
の

中
で
、
障
が
い
者
の
日
常
生
活
が
よ
り
円
滑

に
行
え
る
よ
う
、
日
常
生
活
用
具
給
付
を

行
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
障
が
い
者
の
方

に
対
し
て
も
、
血
圧
計
は
対
象
に
し
て
い
な

い
。
今
後
日
常
生
活
用
具
給
付
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
他
市
の
状
況
を
参
考
に
、
実
施
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

視
覚
障
が
い
者
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
五
泉
市
を

波
塚
　
静
亮 

議
員

問  

二
〇
二
二
年
一
月
に
田
辺
市
政
が
ス

タ
ー
ト
し
、
早
く
も
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
立
候
補
時
の
公
約
に
従
い
、
各
方

面
で
五
泉
市
の
た
め
に
日
々
尽
力
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
十
数
年
ぶ
り
に
市
長
が
交
代

し
た
こ
と
で
、
市
民
か
ら
は
新
し
い
こ
と
を

ど
ん
ど
ん
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
値
が
大
変
高
い
と
感
じ
て
い
る
。
就
任

初
年
を
間
も
な
く
終
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の

一
年
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

私
自
ら
が
五
泉
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
し
て
取
り
組
み
、
五
泉
を
多
く
の
方
か

ら
知
っ
て
も
ら
う
た
め
記
者
会
見
を
毎
月
必

ず
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
よ
り
多
く
の
市
政

情
報
発
信
を
心
が
け
、
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア

に
露
出
し
、
五
泉
市
の
文
字
を
目
に
す
る
機

会
が
増
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
た
五
泉

フ
ァ
ン
を
増
や
す
べ
く
、
春
先
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
昨
年
の
同
時
期
と

比
較
す
る
と
、申
込
件
数
等
増
加
し
て
お
り
、

成
果
が
徐
々
に
形
と
な
っ
て
見
え
て
き
て
い

る
。今
後
も
新
し
い
着
想
と
発
想
を
持
っ
て
、

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
く
。

田
辺
市
政
約
一
年
を
経
て

大
橋
　
建
太 

議
員
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問  

妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
一
貫

し
て
身
近
で
相
談
で
き
る
こ
と
が
特
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
経
済
的
支
援
が
手

薄
と
言
わ
れ
る
三
歳
未
満
の
時
期
に
対
す
る

市
の
特
色
あ
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。次
に
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
子
供
の
成
長
に
合
わ

せ
て
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
経
済
的
負
担

と
な
る
た
め
、市
で
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

〇
歳
か
ら
二
歳
に
係
る
医
療
費
を
無
料
と
す

べ
き
と
考
え
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
所
見
を
伺
う
。

答  

市
で
は
、
妊
娠
届
時
に
保
健
師
等
が
必

ず
面
談
を
し
、
そ
こ
か
ら
二
歳
く
ら
い
ま
で

の
間
に
一
人
に
つ
き
十
回
程
度
は
関
わ
る
機

会
が
あ
り
、
手
厚
く
対
応
し
て
い
る
と
考
え

る
。

　

経
済
支
援
と
し
て
市
独
自
の
取
り
組
み
で

は
、
出
産
サ
ポ
ー
ト
タ
ク
シ
ー
の
事
業
や
不

妊
治
療
費
の
助
成
及
び
不
育
症
治
療
費
助
成

は
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
助
成
内
容
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
購
入
助
成
は
他
市
の
状
況
な
ど
を
注
視
し

た
い
。
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
子
育
て
支
援
施
策
全

体
の
充
実
の
た
め
に
効
果
的
な
取
り
組
み
、

優
先
す
べ
き
施
策
を
見
極
め
、
そ
の
中
で
よ

く
よ
く
検
討
し
て
い
く
。

〇〇
歳
か
ら
二
歳
に
か
か
る

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

山
田
　
正
良 

議
員

問  

暮
ら
し
や
す
さ
や
働
き
や
す
さ
を
求
め

て
、
都
心
か
ら
地
方
の
市
町
村
に
移
住
を
す

る
若
い
世
代
が
増
え
、
定
年
後
に
は
静
か
な

と
こ
ろ
で
暮
ら
し
た
い
と
、
移
住
を
決
め
ら

れ
る
方
が
増
え
て
い
る
中
、
各
自
治
体
で
移

住
定
住
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
五
泉

市
で
も
「
十
年
後
さ
ら
に
輝
く
地
域
へ
」
を

目
標
に
、
移
住
定
住
人
口
の
増
加
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
が
、五
泉
に
来
て
、知
っ
て
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
五
泉
な
ら
で

は
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

十
年
後
輝
く
五
泉
に
す
る
た
め
、
何
が
必
要

で
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
見
解
を
伺
う
。

答  

首
都
圏
等
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

活
動
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
増
加
な
ど
で
、

五
泉
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。ま
た
、

移
住
定
住
に
関
す
る
情
報
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
信
し
て
い
る

が
、
年
末
年
始
に
帰
省
し
た
際
に
、
五
泉
に

Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
方
に
情
報
が
伝
わ

る
よ
う
に
広
報
ご
せ
ん
に
特
集
記
事
を
掲
載

す
る
。
今
後
も
効
果
的
な
対
策
を
研
究
し
、

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
五
泉
に
移
り
住
み

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
駆
使
し
て
、
短
・
中
・
長
期

の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
も
っ
て
、
さ
ら
に

輝
く
五
泉
市
を
目
指
し
て
い
く
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ

い
て

白
井
　
妙
子 

議
員

問  

学
校
給
食
で
子
供
の
意
識
を
変
え
る
と

同
時
に
、
親
御
さ
ん
皆
さ
ん
の
共
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
今
行
っ
て
い
る
自
校
方

式
に
よ
る
学
校
給
食
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の

う
え
で
、
安
心
・
安
全
な
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
、
い
わ
ゆ
る
有
機
農
産
物
の
導
入
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
、
今
の
五
泉
市
は
人
口
減

少
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
に
よ
り
、
訪
れ
て
よ
し
、
住
ん
で
み
た

い
五
泉
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
は
ま
さ
に

一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
と
思
う
が
、
当
局
の

見
解
を
伺
う
。

答  

五
泉
市
で
有
機
農
産
物
を
生
産
し
て
い

る
農
家
は
一
件
で
あ
り
、
有
機
農
産
物
を
学

校
給
食
に
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
は
、
現

状
で
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
有
機
農
産
物
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た

場
合
、
地
元
生
産
農
家
と
の
連
携
、
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

に
、
ま
ず
は
既
に
有
機
農
産
物
を
給
食
に
取

り
入
れ
て
い
る
他
市
町
村
の
先
進
例
を
参
考

に
し
、
ど
の
よ
う
な
課
題
や
提
供
体
制
の
整

備
が
必
要
な
の
か
、
今
後
研
究
を
進
め
て
い

く
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

伊
藤
　
昭
一 

議
員
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　議会運営委員会委員及び当局担当課職員と、県内の先進地に研修に行ってまいりま

した。

燕市議会にて説明を受ける 見附市議会にて説明を受ける

期　　日　：　令和４年７月22日

視 察 先　：　燕市・見附市

調査項目　：　議会デジタル化に伴う、タブレットの導入について

問  

移
動
式
期
日
前
投
票
所
は
車
を
使
っ
た

移
動
式
の
期
日
前
投
票
所
で
、
平
成
二
十
八

年
七
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
島
根
県

浜
田
市
で
初
め
て
行
わ
れ
、
令
和
四
年
の
参

議
院
議
員
選
挙
で
は
全
国
八
十
四
の
自
治
体

が
実
施
し
て
い
る
。
五
泉
市
で
も
中
山
間
地

域
の
人
口
減
少
が
著
し
く
、
高
齢
者
世
帯
も

増
え
て
お
り
、
交
通
手
段
の
な
い
有
権
者
も

多
く
な
っ
て
い
る
。
身
体
の
不
自
由
な
方
、

投
票
所
に
行
き
た
い
が
行
け
な
い
方
の
フ
ォ

ロ
ー
に
つ
い
て
は
十
分
に
選
挙
管
理
委
員
会

で
論
議
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
投
票
率
向

上
の
た
め
に
も
移
動
式
期
日
前
投
票
所
の
導

入
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
当
局
の

見
解
を
伺
う
。

答  

五
泉
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
県
内
の
動

向
を
踏
ま
え
、
県
や
他
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
公
平

性
の
確
保
、
二
重
投
票
の
防
止
、
人
員
の
確

保
等
の
課
題
が
あ
る
が
、
期
日
前
投
票
所
か

ら
距
離
が
遠
く
移
動
手
段
の
限
ら
れ
た
方
の

投
票
機
会
の
確
保
は
、
投
票
率
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
先
進
事
例
の
移
動
式
期
日

前
投
票
所
を
参
考
に
五
泉
市
で
取
り
組
め
る

よ
う
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
伝
え
す
る
。

移
動
式
期
日
前
投
票
所
の

導
入
に
つ
い
て

鈴
木
　
良
民 

議
員

県内先進地調査報告
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請願について ― 次の請願を採択しました。―

◆請願第４

　物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善を求める請願

発議について ― 次の発議を可決しました。―

◆発議第７号

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善を求める意見書

　厚生労働省は、年金支給額を2013年10月から2015年４月までに3.4％を減額改定しました。その

後も毎年のように削減が行われてきました。2020年度は、物価の伸びと比べて実質0.3％の削減とな

りました。2021年度は、名目手取り賃金変動率がマイナス0.1％となったため、年金も前年度比0.1％

削減されました。さらに2022年度は、賃金変動率がマイナス0.4％となり、合わせて年金も0.4％削

減されました。長引くコロナ禍で来年度以降も賃金変動率がマイナスになることが十分予想されます。

　政府の計画では、少子化と平均余命の延びを理由として、基礎年金は今後30年間にわたって30％

も減額すると伝えられています。消費税増税や医療・介護保険料の負担増、物価の高騰も相まって、

年金の削減は大きな打撃となっています。さらに生活保護に移行する高齢者も急増し、生きる糧とし

ての食生活さえ切り詰めざるを得ない深刻な状態をもたらしています。

　年金はそのほとんどが消費に回りますが、年金の削減は高齢者の購買力を低下させています。年金

削減による購買力の低下と生活保護世帯への移行急増で、地域経済と地方財政に大きな影響を与えて

います。

　このような高齢者の危機的状況を受けて、厚生労働省も基礎年金改善の検討を始めています。よっ

て高齢者も若者も安心して暮らしていけるように、次の事項について要望します。

記

１．高齢者も若者も安心して老後を暮らせるように、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額の改

善をすること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和４年12月16日

新潟県五泉市議会　　　

議長　林　　　茂　

【送付先】内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、 衆議院議長、参議院議長
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※1　法律に特別の定めがある場合を除くほか、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。

主な議案の議決結果【第８回　12月定例会】 【 ○：賛成，●：反対，－：欠席 】

提
　
出
　
者

審 　 議 　 案 　 件

本
会
議
議
決
結
果

議　　　案　　　概　　　要

議　　員　　名（議席番号順）

１
大
橋
　
建
太

２
佐
藤
　
良
徳

３
山
田
　
正
良

４
波
塚
　
静
亮

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
（
欠
　
番
）

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第
93号

五泉市議会議員及び五泉市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の
公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第
94号

五泉市議会議員及び五泉市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成
の公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
95号

五泉市議会議員及び五泉市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公
営に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
96号

五泉市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
97号

五泉市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例の制定
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
98号

五泉市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
99号

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
100号

五泉市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
101号

五泉市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
102号

五泉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
103号

五泉市チャレンジランド杉川条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
104号

指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議第
105号

市道の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
106号

損害賠償の額を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
107号

令和４年度五泉市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
108号

令和４年度五泉市一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第
109号

令和４年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○●

議第
110号

令和４年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○●

議第
111号

令和４年度五泉市水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○●

議第
112号

令和４年度五泉市下水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○●

議第
113号

五泉市教育委員会委員の任命について 同意 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○

議第
114号

五泉市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○

議第
115号

五泉市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○

議第
116号

五泉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○

議第
117号

五泉市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○

議第
118号

令和４年度五泉市一般会計補正予算（第10号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○

議第
119号

令和４年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○●

議第
120号

令和４年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第５号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○●

議第
121号

令和４年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○●

議第
122号

令和４年度五泉市水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○●

議第
123号

令和４年度五泉市下水道事業会計補正予算（第４号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○●

諮問
第２号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
適任と
認める ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○

諮問
第３号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
適任と
認める ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○

請
願
者

請願 
第４

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善を求める請願 採択 ● ○ ● ○ ● ― ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

議
員

発議 
第７号

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善を求める意見書の提出について 可決 ● ○ ● ○ ● ― ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●
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～五泉市議会議員も普通救命講習を受講いたしました～
令和４年11月10日（木）　消防本部３階講堂

訓練人形を使用した

心肺蘇生法とAED操作方法講習

議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。 五泉市議会事務局　TEL 0250-43-3911

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
議
会
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
、
ご
意
見
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の
干
支
は
、
癸
（
み

ず
の
と
）
卯
（
う
さ
ぎ
）
年
で
す
。
本
年
は
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
脱
し
て
大
き
く
「
飛
躍
」
し
、
生

活
が
豊
か
に
「
向
上
」
す
る
年
に
な
っ
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
孤
独
・
孤
立
が

進
行
し
て
お
り
、
意
外
に
も
三
十
代
で
最
も
多

く
、
有
識
者
い
わ
く
「
人
と
人
と
の
緩
や
か
な

つ
な
が
り
を
築
け
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
」
を

推
進
す
べ
き
と
の
こ
と
で
す
。

　

震
災
時
の
「
絆
」
を
思
い
起
こ
し
た
。

　

私
た
ち
市
議
会
議
員
も
決
意
を
新
た
に
、
大

き
な
耳
で
小
さ
な
声
を
傾
聴
し
議
論
を
進
め
、

市
民
の
皆
様
の
気
持
ち
や
想
い
を
反
映
さ
せ
た

議
会
広
報
の
掲
載
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

編

集

後

記

■
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

山
田　

正
良

　

副
委
員
長　

佐
藤　

良
徳

　

委　
　

員　

阿
部　

周
夫

　
　

〃
　
　

鈴
木　

良
民

　
　

〃
　
　

佐
藤　
　

渉

　
　

〃
　
　

白
井　

妙
子

　
　

〃
　
　

深
井　

邦
彦


